
令和 6 年度 MORC 第 1 回理事会議事録    
 

開催日時  R6 年 1 月 14 日（日）19 時から オンライン会議 
出席者  赤石理事長、橘内、乾、佐藤敬、田村、佐藤哲哉、飯島、木村（記）） 
 

１．報告事項 
（１） 退会会員    山岸佳典さん R5 年 12 月 12 日付 
（２） 新規入会   

① 武田泰家さん 申請日 12/13 推薦 舘石さん 
東京都渋谷区在住 52 歳  

② 星英明さん  申請日 1/1  推薦 舘石さん 
仙台市泉区西中山 61 歳  Ｄ桟橋「Sea Star」 

 現時点での在籍者数 89 名 
艇抹消届  山岸佳典さん「MIZUKI」R5 年 12 月 8 日付 （C桟橋係留） 

（３） 会員委員会・・・R6 年カレンダー配布販売状況 
製作数 300 部（金額￥405,000 円） 売り上げ枚数 142 部 ￥213,200 円 
会員配布 89 部、松島フリート 12 部、県庁・港湾事務所・海保 20 部、 
JF 七ヶ浜・気仙沼市観光課・石巻観光協会鮎川まちつくり協議会・ 
横須賀ヨット協会他 20 部 

 
２．承認事項 

桟橋入会及び艇登録申請 
武田泰家さん 艇名「Killer Whale」（ハンター320） 12/13 申請 
係留場所  C 桟橋 C13  提出書類の船検証確認済 
乾理事面談  ヨットへの情熱有、確認 OK 
 

３．審議事項 
（１） R6 年度第 1 回定期総会に向けての日程（案） 

【下記日程で進めること承認】 
1/下旬  会計打ち合わせ 
2/29(木)  決算書原案作成完了予定 
3/2（土） 会計監査 
3/9（土） 決算書理事会審議 
3/11（月） 総会資料発送 
3/23（土）第 1 回総会（事務所） 
 
 
 



（２） 役員改選について 
現理事会は発足後 10 年の節目となり、今期は改選となります。 
定款によれば役員は総会で決定するとありますがその前に（仮称）選考委員会

を発足させ次期理事の選考を進めるようになるかと考えます。従い、何名かお

世話役を選任してその中で人選を進めて頂くようになろうかと思います。万が

一人選に時間を要するようであれば定款に則り、役員決定まで現体制で執行す

るようになります。 
 
【上記状況を踏まえ理事会として次の方々に時期理事候補の人選を依頼するこ

とになった。】 
 飯島俊彦さん、森田敬一さん、斎藤傳一郎さん、玉谷昌樹さん 
取りまとめは飯島先生にお願いすることになりました。 
 

（３） 事務所トイレ改修について 
震災後に増設した入口側のトイレが狭く汚れが目立つ、との苦情対応のため。 
汚れは清掃すれば済むが狭さは便器ごと改造を要します。 
見積は便座 1 個交換で￥341,000 円（税込み）、これに内装費用が￥167,800 円、 
計￥508,800 円となる。便座 2個の場合には 2倍の費用発生となる。 
現状の MORC財政からの支出はかなり困難。 
【審議の結果】 
震災後に便座２個新設したが便座交換は MORC 会計状況から難しく、清掃しな

がらきれいに使用して頂きたい。 
 

（４） A 桟橋海底掘削の進め方 
年末の港湾事務所訪問の際に小浜港の浚渫を再度要請しましたが工事の順番待

ちということで１～２年後になる見込み。 
従い、前回報告の 4 艇分を掘削するか、湾口の浅い部分を掘削するか、再度審

議をお願いします。 
【審議結果】 
① 嵯峨、daxSOYA(旧エスポ後に係留)が A 桟橋内の入れ替えで対応か否か調

査する。 
② 他の意見として湾口の岩撤去について見積をとってはどうか。 
ドローンで小浜港の上空から海面を撮影し浅そうな場所を見つけ出し、森田

さん作成の水深マップと照合してはどうかなど意見あり。 
 

（５） その他の案件 
5-1  Y23 日本グランプリ会計報告について…別紙 
【要改善点】 



① 報告書の取りまとめが Y23 部会ではなくファクトリーマリンと

なっている。 
② 従い、従前の約束通り Y23 部会でとりまとめ、確認後押印して

提出願いたく。（田村理事→赤石代表理事） 
③ Y23 日本グランプリ会計報告が赤字決算となっているが赤字分

は FM で補填しており、この妥当性の議論が必要。 
④ 同様に親子ヨット教室の費用も FM で負担しているが進め方に

ついて見直しの時期と考える。 
    【本件について次の対応をとることになった】 
      Y23 部会にグランプリレースの会計報告を持ち帰ってもらい、報告内容を精 

査後再報告とする。田村部会長了承。 
   
   5-2 上架費用の前納の徹底と前納方法について議論 
     ここ数年上架費用の滞納が目立ち事務手続きが煩雑となっており改善を要す。 
     対策として以前と同様に上架の受け入れには上架費用の事前納入を条件として 
     確認されたヨットの上架を認める方式に戻す。 
     従い、上架費用の案内は予め会員に送付する。上架申請はファクトリーマリン 

へ行なう。また会員以外の艇は上架申請を受けたのち振込案内を送付し納入確 
認後上架とする。 
                           以上 


